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1・緒　　　　言

ag@獄繭の乾燥は製懸上最も重要なる工程の一にして原料繭に貯藏性を附け同時に繰綜作業に適當なる

　欺態となすを以て目的とす。而して其の方法の適否は直に繰綜工程に甚大なる影響を及ぼすものにし

　て、例へば誤りて過乾に失せしめたる如きば㌃繭質を損傷し、煮繭時聞を延引し、解好を不良ならしめ

　緑量を減耗し、繰縣に長時間を要するのみならす、生綜晶位を劣等ならしめ從つて製懸経濟上多大の

　損失を招くものなり。斯の如く乾燥程度は煮繭時間並に繰継上に種々なる影響を及ぼすものなるが、之

　等繭質の鍵化は乾燥中熱作用を受け繭綜の表面に附蒲せるセリシンの状態を攣化せしめたる結果に基

　　くものなるべしと難も、．之れが原因の探究に就きでは甚だ困難にして未だ其の確然たる實瞼報告を見

　　す．弧いて學ぐれば乾燥並に貯藏申蝸饅内の脂肪が漸次繭暦中に移動浸澗し繭暦セリシンの表面に附

　着し溶解量を減する實験を東京高等鷲縣畢校の三室戸善光氏（鷲業薪報324號）並に京都高等獄業學校

　森本武夫氏（獄業新報339號）に依り磯表せられたれど熱作用による性質の礎化につき記載する所なし。

　　著者等は熱乾燥方法の繰綜上並に生綜の品質に及ぼす影響の程慶を確め、更に之等影響の原因が那

　　邊にあるやをコロイド化學的立場より究明せんとし之れが實瞼に着手せり。面レて此嘘には紙面の都

　　合上實瞼の「部を摘録し實瞼全般並に駐藏中に於ける攣化に就きては他日詳報する所あるぺし。幸に

　　賢明なる御批判と御指導とを切望す。

　　　　2．試験匿の設定

本試瞼に使用せる原料繭は昭和四年本校養獄部に於て飼育せる秋獄日107號×支101號にして・實験

に供せし数最次の如し。

　　　　　種　　別　　　　一試瞼匿使用避（弐）　試　瞼　騒　数　　　　使　用　数　最（瓦）

　　　　　繰練實馬愈用　　　　　　　　　　　　　1100　　　　　　　　　　　　　　　　　　16　　　　　　　　　　　　　　　　17600

　　　　　張力測牢用　　　　　　　　36　　　　　　　　　　”　　　　　　　　　　576

　　　　』4ヒ學實瞼用　　　　　　　　　　　　　150　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　　　　2400

　　　　　合　　　　言十　　　　　　　　　　　　　1286　　　　　　　　　　　　　　　　　　”　　　　　　　　　　　　　　　20576

　而して試験匠は次の如し。

　a．　殺蜥1置　　　生韻窺レ其燧供試しi封照とぜりo　　　　　　　　　　　　　　　『　　．

　　　燥殺嘔　　生繭な205°Fの火熱にて約1時間30分間塵理し殺蜥ぜるもの。

　　　蒸殺匠　　生繭な190°Fの蒸熱にて約1Q労間虎理して殺蜥ぜるもの。

　b。乾燥程度匝

　　　生繭厭　　殺蝋の生繭匠1と同びo
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　　90％匿　　乾燥に伸び水分減ご蝉著重量の90％と7S　vJしもの（但し殺蜥瞬1の燥殺嘔に同じ）

　　70％暉　　同上70％と7S　vJしもの0

　　50％血　　〃　50％　〃1

　　40％1薩　　　　〃　　40タ6　　〃

　　本乾旺　　”　35％　”

　　過乾瞳　　本乾より夏に乾燥し殆ど無水澱となりしもの。

c．　仕上乾燥唾

　　40％迄乾燥し來り灘度彪異にし本乾になる抱の時間な異にしげ（仕上をなぜろものにして各霞の示す敷孕1丈仕

　　上晧問及び温度な示すものなり0

　　　　　　　　2時間乖輩　　　　　　　　　　180°】㍗　　　　　　　　　　12匪＄…間1砿　　　　　　　　　ユ30°F

　　　　　　　　5　　〃　　　　　　　　　　　　165°　　　　　　　　　　　15　　〃　　　　　　　　　　　120e

　　　　　　　　8　　〃　　　　　　　　　　　150°　　　　　　　　　　　2〔｝　　〃　　　　　　　　　　　110°

　　　　　　　10　〃　　　　　　　　140°　　　　　　　　30　〃　　　　　　　100°

3・供試料繭の乾燥塵理法

各所定数董を取り綱袋入して本校製縣部備付の佐藤式火黙乾燥機に依り乾燥し、各同的乾燥程度と

なりし時。取り出し、直に豫め準備せゑ購藏爆申匹入れ密樺しパラフィンを以て嚴封し外界との交渉

を噺ち、生繭匠より漸次乾燥程度低き置より繰縣實験を行ひ一週間以内に煮繭並に繰懸實瞼を絡りた

り。而して乾燥温度並に乾燥時間との關係を示すと次圃の如し。

　　　　　　　　　　　　偽藤式乾燥機索内温度
　　　　　　　　　「刑瀦

　　　θδ

第　　　gti

－　　　　　　7d

圖　　　6（j『

　　　lorti

測定中外氣の温漁度

｛難（F）・麗％1｝611劣

・’ sﾏ　　琵　署　　繋　　　　　　　　　灘

い

　　　但し給氣排氣孔は経始杢開し置きたるを以てb乾燥漁度は凡そ乾燥温度に逆比例し乾燥溜度200°F

　　になりし場合・に90％ユ60°Fになりし場合16％なりきo

殊4轍に繰織
　　　a，　適煮時間の測定

　　　原繭に封する煮繭塵理時間の適否は爾後の繰綜工程並に生綜の品質に影響する虞頗る大にして、且

　　最も重要なる工程なり。依て各原繭に封し適切なる煮繭時闇の測定を本校製綜部備付の張力測定機に

　　依り張力を測定し次の實験式より適煮時間を算幽せ砂。

　　　　　　T＝　1〈10｝lit，
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　　　　　　　T＝張力（瓦）　　h調煮繭抵抗係1数

　　　　　　　1く醤膠着度係数　　t＝：煮繭時聞

但し煮繭法は蒸氣滲透に依る牛沈煮繭法に依れり。

今典の巻取va度100mんに於ける滲透後の適煮時間を示せば次の如し。
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試　　験　　匠

仕

乾
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嘔
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8　　〃

10　　〃

12　　〃

15　　〃

20　　〃

30　　〃

通　　一煮　　時　　間
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　　　　　　　　　　　第　二　圖　　　　　以」、の結果より
　　　　　　乾粥度麗灘上繭と繍時間との關係　　1．生繭砒し殺耽せるもの蝋薗

゜　鶴7　　　　　　　　　　齢1急劇囎加し膿殺せるもの燃殺
　　　鵠　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せる物より｝暦煮關li寺間を長く要せり。

　　　§・　　　　　慮総　　　2・乾醗戯錬せるものは繊の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　　　　進むに從躍繭口鋼㈱加し過乾腹に
　　　　5　　　　　　　　　　　　　　　　・／　畢　　燃の増加観る。
　　　　4　　　　　　　　　　　　－／　　　　翫伽h　　　　3・　仕上乾燥に於ける露時聞匝は煮繭

　　　　　二　穏斐，1・il　　時「“｝　鰍大にして、低灘て仕聴麗る塒

　　　　禰　総稲7　　　　　1服び・嚇H鵬・醐圃砒して煮繭
　　　　、　轟　，〆／　　　　　　PMI・H短きも・・口寺聞瞳越ゆる時購囎

　　　　　　　／X’ガ舞　　　　　　力iの鮪襯はす。
　　　　　　ガ　　　　o
　　　　1，筋　　　　　　　　　　　　以上の如く脚肪灘働て乾燥程度
　　　　　o　　　　…A‘V　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を進むるに俘ひ煮繭抵抗を増大する結果

　　　　゜　5　f°IJ「2°25鞭丘禰　は灘繰灘適當なる縮に、繭雄燥
　　方法に依りなし得る慕を示すものにして乾燥の同的は此塵に到りて完杢に達せらるXものと云ふべ

　　し。帥ち煮繭抵抗少なき生繭並に乾燥程度比較的若き90％麗等にありては適煮を誤り易く一度過熟に

　　陥りし時は繭暦の崩壌を來し繰綜困難に陥るものなり。而して假令遡當なる煮爾を行ふとも繰綜中絶

　　克すセリシンの溶解を來しズル節，輪節の如き類節の原因となり．爲めに切断多く生線吊位を低下せ

　　しむると同蒔に繰綜ll毛聞を比較的延引せしむるものなり。故に或る程度迄乾燥程度を進め．煮繭抵抗

　　を附與し煮繭繰綜の取扱を容易ならしむる事必要にして、要はその程度の問題なるが本實験に供せる

　　秋獄繭の適煮時闇を他の一般夏秋獄繭に比較するに通煮時間短き部類に鵬するより見て供試繭は相鴬

　　に煮醐抵抗を附興する乾燥方法を必要とするものと推定し得べし。

　　　b・　繰　綜　試　験
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煮勅灘瀬に示せ訪劇衣り諜融幽僻沈灘融り緻台6繊隙雛製総二名
にせしめたり。

但し繰辮に於ける翻盤は樋セ…嚇擁だし幌な咀つ翻1環の關係より額磯

にする能はす多少湘異を來せり。

試　瞼　匝
燥陽温度
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@　（筑）
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@（％）
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　　第　　三　　圖　　　　　　　　　　第　　四　　岡
乾燥繊と繰徽績との關係　　　　仕上乾燥時間と徽繊績
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巨
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以上の結果より



第二號〕　　　1獄繭の乾燥にイ’i弐ふ繰練上の影響及共のSericin粒子の物哩化學性の攣化に就て　　　　　　129

　L殺蜥証に於いては生繭より燥殺或は蒸殺せるものは繰綜時間頗る短く且怒量多しv從つて解傍も

良好なるを見るb而して蒸殺匠は燥殺せるものよりも更に解傍艮好にして懸量も亦多し。

　2．耽燥程度を異にせるものにありては、繰線1寺聞生緑量共に生繭より乾燥程度の進むに從って良好

の成績を示し、過激に至れば再び悪化して繰綜に長時聞を要し生継量を滅耗する結果を現はす。之れ

生繭颪の如く煮繭抵抗少なくセリシンの溶解過度なるものは繭暦が一時に崩壌する結果纈節及切噺を

生じ繰綜に数時聞を要し、從つて生縣品位に影響を典へるものと思はる。殊に供試繭の如く概して煮

繭抵抗少き繭質にありては一嘱上述の如き危瞼性を有するものなれば乾灘渡の進むに從ひ煮繭捌ヲ七

を塘し、取扱容易となり好成績を示し前項の推定に…致せり。更に乾燥を獺績し過乾（無水蟄）にせぱ

煮繭抵抗遊だしく大となり繭質を損傷する爲め煮繭繰綜中セリシンの膨化不充分となり、落緒繭を多

く生じ繰綜時聞を延長し生縣量を減少するものと思考せらる。

　3・仕上乾燥匠に於ては繰綜時間は5時間乃至10時聞匠に到る闇が最小にして其の範園を出つるもの

は共に繰綜に長時間を要す。叉懸量は2時間匝より漸次増加し8時匪男置に於て最大に逮し以下漸減の

傾向あり。甥一時闘繰懸量にありては5時閻匠より8時聞匠に到る聞が最大にして以上の範園を越ゆ

る時は何れも減少するものなり。自口ち仕上乾燥温度は高温急乾の網繊績不良なると同時に、極端な

る低温長時間仕上も亦概して不良なる域績を示すものなるを知る。

　　　　5・生　綜検査

　乾燥程度及び仕上乾燥温度の差異が繰綜に重大なる影響を及ぼせるは前述の如くなるも、生怒の品

質上に如何なる影響を及ぼすものなるやを調査する爲め、次の諸項目に就き生綜の品位楡査を行ぴ掩

り。耐して之れに供試せる生懸は前繰綜實駿に依りて得fcるものなり。

　楡査項目

　　ユ・肉眼槍査。色澤及手燭。

　　2．セリグラフ検査。強力及び伸度。

　　3・セリプレーン槍査o類節0

　　4・練減槍査。練減歩合。

　以上楡査結果を蓑示せば次の如し。

試　験　廣
肉　眼　槍　査 セリグラフ検査 セリプレーン検査

色澤．1手一鱗 勤濁d㎝）轡（％）度 大釧小類
練減検査
@（％）

r　　　　　　　　　l 一一一一P

殺　　生繭匠　　笹色昧白　　粗　　硬

蠕燥殺固三純白　”
瞳　　蒸殺畷　　笹色味白　　　　〃

乾

燥

程

度

1超

3，50

3，74

3，75

生繭匝

90％匝

70％暉

50％匿

40％1置

本乾1鉦

過乾腿

笹色味白　　　”

純　　白　　　〃

　白　　　　　〃

笹色味白　　　〃
　　　　　1　〃　　　　　　　　〃

縮赤味｝特　　善　　通

赤味多し　　稽’軟

3，50

3，74

3，74

3，75

．3，74

3，73

3，54

　　2剛司II置　　赤味白　　普　　通

仕　　5時間唾　　，　白　　　　　　〃

3，54

3，77

18，8

21，8

19，2

7

8

9

18，8

21，8

20，0

2L），6

20，2

2ユ，3

19，0

7

8

9

14

12

ユ1

24

20，0　　　　　1・1；

20，7　　　　　　5

170

86

87

18，26

工9，20

ユ9，22

170

86

87

76

90

71

65

18，26

ユ9，20

ユ9，53

ユ8，69

19，00

ユ8，30

17，92

110

67

17，37

19，29
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上 8噂間固三 白 善　　通 3．82 22．4 113 58 19．s5

乾
10時闘腿 赤味白 〃 3．69 20．0 20 58 19．91

12時聞匿 〃 〃 3．63 30．0 8 70 18．80

燥 15時閻　瓢 〃 〃 3．69 盆0，0 4 54 19．12

匿 2嚇間瞳
〃

稗　　硬 3．70 捻1，2 5 75 19．00

30時問匠 〃 〃 3．72 19．0 5 78 1S．39

備考

　1・弧力伸度検査はScott氏Serigraph槍査機奄用ひ200回繊麿継20本の李均成績を表はす、恒し槍査室内の温度

　　は63°（F）漁度は59％な中心に上下1％な禺でざろ標注意ぜり0

2．類箭検査は醗riplalle　10　p霊LIle1の李均成績な以つて表はず0

3・練減検査は善通生練瞼査に從ひ・マ’レセーユ君鹸心使用し磁難製精練釜にて行ひ、その結果は練減歩合な表

　一drり。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　，

　　　　　　第　　　五　　　圖　　　　　　　　　　　　　　第　　六　　・圏

　　　　　乾燥程度と彊力伸度　　　　　　　　　　　　乾燥程度とi額節数

劣　　　i6’o

3，S

　　　　160
・こ1．7

鼠6　　　　”θ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3，」r
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lL’t）　　　　　　　　　　　　・・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3．4

　　　　1P　　　　　　　　　　　　　　　　　33　　　’O　　　　　　　　　　o
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Q　　　　　　O　　　　　　　　　　　　’

’　謡吾習・1　　逡撫粥，ノ・、7。u＿齢一二す一

110

　第　　七　　圃　　　　　　　　　　　　　第　　八　　圃

仕上乾燥程度と纈節数　　　　　　　　　　　乾燥程度と練減歩合　　’

100　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔％）　　　　　　．

θO　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　fg　　　　　　　　　　　　　　O

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
701 @’・’　　　　　　　　　ノ8’　　　　　　°　　　，

5°・時聞581・12152・　　η　1監・・％　・・％伽・35・th　過・

以上生綜品位楡査の結少穫よ砂

a・、肉　眼　検　査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。
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、　乾燥程度の進むにつれ色澤は笹色味より多少　　　　　　　　第　　九　　圃

　赤味をおび過乾霞は赤味著しくして不良なり。　　　　　　仕上乾燥程度と練減歩合

手燭は乾燥藩きものは概して粗硬にして過乾は

添鰍弱の傾きあり・乾燥仕上　芽聞匠に於ては・　鍋

高温2時闇仕上匠及低温長醐仕上匠は一般に色　　20

深に赤昧を有し5時間、8時間爾匝に比して不
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19
良なり。手燭は墾化を認めがたし。

　　　　b．　Serig町）hに依る弧力仲度槍査　　　iS

　張力伸度は生繭匝に於て著しく少し、叉過乾　　17

匝及高温仕上颪に於て回立ちて少なし。けだし
卿」膿は期生拗有する一L・．IJシンの分鰍　16’・時・・81・・21・・…

粘着性に依り左右せらるXが故なるべし。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
　　　　c．　Serlp1壬Llleに依る類節楡査

　生繭及び殺蜥繭は小節頗る多く乾燥黍駐慶進み煮繭抵抗多くなるに從ひ顯節を減ずる傾向顯著となれ

ど、過乾に至れば大節著しく増加せり。又高湿仕上乾燥の類飾殊に大節の多きは繰綜中溝皮にてズル

となるもの多く生じたる爲めなり。

　斯の如き類節の多少と密接なる關係を有する璽，のはセリシンの膨化度の不均一・性にして、生繭及殺

踊匿の如き乾燥鹿の進まざるものに類節の多きはセリシンの溶解量最大、從つて膨化速度も最大なる

がt外暦と内暦と、或は繭暦中尚氣泡の存する部分と湯の滲潤せる部分等と部分的に膨化速度を異に

するに原因し、乾燥程度の進むに從つて膨化速度を緩和し．均一煮繭を行ひ得る時間を得て額節を減

少するものと思考せらる。

　　　　d．　練　減　楡　盗

　練減量は厨謂孚乾燥程度のもの概して多く生繭、本乾及過乾共に少し。之れ生繭はセリシンの溶解

容易にして已に煮繭及び繰綜中に多量のセリシンを溶解し去り生縣に蝿存する量少きにより、3く本乾

逓乾匠の練減壷少きは煮繭繰綜中に於いて熱湯中に侵時闇虞理せちれ、結局セリシンを失A、に因るも

のと見るを得べし。同じ理由によ1乾燥仕上lkT“間匠に於いても商温短時闇仕上随及低温長時閥仕上旺

共に練減量少く165°～150°の仕上乾燥旺は多きが如し。

6・煮繭繰綜並に生懸の品位に關する實験の総括

煮繭繰継並に生綜品位槍査の結果を摘録すれば次の如し。

　1・乾繭工程の適煮時間に及ぼす影響

　乾燥時間に件ぴて適煮時間は漸次増力1するものにして、過乾に到り夏に急激の増加を示す。

　仕上乾燥匝にありては高温短時間仕上の2時聞囮は低温乾燥をなせる5時闇乃至1⑪時聞囁より遮煮

時闇長iけれど10時間を越ゆる各畷は更に適煮時闇を延長せしむる傾岡あり。

　蒸殺匝は燥殺涯に比し煮薗抵抗大なり。　　　　　　　，

　2・乾繭工程の繰縣に及ぼす影響

劃一時間の繰糸糧は本乾旺最大にして生繭匠最低なり。本乾を越ゆる過乾匝も亦本乾匠に及ばす。

　仕上乾燥にありては低温仕上をなせる5時聞乃至10時聞圃の間に最プ（となり、其の範園を越ゆる時

は何れもi封一時間の繰綜量を減粍するIE，のなり。

蒸殺置は燥殺麗に比し饗一時間の繰綜量多し。
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　　　　3．乾燥工程の生系系晶位に及ぼす影響

　　　　生縣の色澤は乾燥程度の進むに蓮れ、笹色より赤味を呈するに至るv手燭は一般tc生繭粗硬1こして

　　　乾燥に伴ひ軟となり、過乾琶にありては柔軟となる。

L　　　強力並に1申度は生繭最小にして、以下余り顯著なる差異を認めざるも本乾過乾高温仕上は何れも減

　　　少の傾向あり。蓄し強伸力は生縣の抱合に密接なる關係を有しセリシンの量及質に依る物なればなり。

　　　　類節は乾燥に俘ひ減少する傾向あり。過乾及高温仕上は大類を多く生す。

　　　　練滅量は所謂牛乾程度のもの概して多く生繭，本乾．過乾及高温仕上並に極端なる低温長時liil仕上

　　　に依るもの練減量少き傾向を示す．之れ煮繭綜申セリシンが溶解し去ゆたるに基く。

　　　　以上の結果を綜合すれば繭は乾燥方法に依bその性質を攣化せしめ或る程度迄任意に煮關抵抗力を

　　　附與し得るものなり。而して生綜並に繰紘ヒ丁度良き煮繭抵抗度の存在を認む。

　　　　本試験に供せる秋獄繭日107×101に封し實験せる乾燥方法に於hては本乾叉はその直前が即ち眞の

　　　妊遡なる歌態と云ふを得べし。

7・繭層セリシン粒子の乾燥に件ふ物理化學的性質の攣化

　前各項に於ける實瞼綜合結果より乾燥中に於ける熱作用が如何に繭暦セリシンの性質に塑化を來す

ものなるやを實駿せり。而して斯檬にセリシンの性質の攣化する原因が那邊iにあるかを探究する目的

を以てコロイド化學の見地より次の各試験方法に依つて實瞼を進めたり。

u．繭暦含有水分率、並に繭贋色素吸着量測定。

2．繭厨セリシンの溶解量並に同溶液の比粘度測定。

　3．セリシン溶液の履折率並に捜散亘離の測定。

　4．セリシン溶液の混濁度並に界面張力の測定。

　5．セリシン溶液の凝固値の測定。

　以下實験方法並に共の結果を述ぶべし。　　　　’

　　　　（1）1綱暦水分率と色、素吸着量

　　　（a）水　　分　　雍

　供試繭中の一・一一一部を貯藏曝中より取り出し速に切開し、蝋膿並に晩皮等を分離し秤量曝中に入れ秤量

し電熱乾燥器に依り110C°にて乾燥し、三時間を維過せし後取り出し速にデシケーター中に移し冷却

するを待ちて栂び秤量し、無水繭暦量並に繭暦含有水分量を鎌：出し、．無水繭居量に謝する水分量の比

を以て水分率とせり。其の準均結果を示せば次の如し。

毬　　　別 水　　　分　　　卒％ 仕上乾燥涯 水　　　分　　　來　％

生　繭k匿 16．1652 2時・間　1畷 4．3897

90　％　腿 13．6594 5　　　、〃 4．2359

70　％　　匿 9．4373 8　　　　〃 4．S572

50　％　　匝 7，6招29　　　　　　・ 10　　　〃 4．73＄1

40　％　睡 ・6．3417
工3　　　〃亀

4．68S7
，」

、

35　％　　鷹 4．3733 4，虹62

過　乾　1亟 3．S785 20』　　” 4．6322

蒸　殺　匪 14．1916 30、　　” 4．6544

水分率及各％匪迄になるに要せし乾燥時闇との關係を圖示すれば第十閥の如し。

乾燥博聞に俘ふ繭暦水分率Z）攣化は生繭匝より70％匠迄は急激に減少して來るが70％より40優迄は
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水分薙の減少割合が比較的綬慢となり40％es．より再び急激の鍵化を途げ過乾に至る。

　斯様に繭暦水分率の階段的減少は丁度化合物中に含まれて居る結晶水が熱の爲めに脱水される脱水

曲線や液膿の冷却されて固膿に攣する際に劃く冷却曲線にi額似す。

　　　a））繭暦の色素の吸着

　繭暦自身の表面性質を知らんが爲めに一定時間内に於ける色素吸着割合を測定せり。EVち無水繭暦

0，lgr’に相當する繭暦の表面積を一・様にせんが爲め細切して、之れにア＝リン赤の0，1％辞液it　5c，c－JJIIヘ

ニII寺間後に繭暦を共の液より分離し、吸着程度をPulfrich氏Staferll）hotolneterに依り比色測定せり。

　其の平均結果を墾る時は次の如し。

種　　　　別 吸　　着　　量（1ngr） 仕上乾燥1旺 吸　　着　　量（mgr）

生　繭　畷 4，38S 鶉時問　極 3，797

90　％　匪 4，375 5　　　〃 3，980

70　％　協 4，354 8　　　〃 4，029

50　％　匿 4，262 10　　　〃 4，010

4｛｝　％　1亟 4，167 13　　　〃 3，958

35　％　匪 3，82生 15　　　〃 4，084

渦　乾　匿 3，024 20　　　〃 3，611　馬

蒸　殺　，琶 4，196 30　　　〃 3，276

吸着量と各％匠になる迄に要せし乾燥時間との關係を圖示すると第十及十一岡の如し。

　　　　　　第　　　十　　　圖　　　　　　　　　　　　　　　　第　　十　　一　　圃

　　　　　水分率と色素吸着最　　　　　　　　　　　　　　色素吸着量（mgr）
t

’e玉0

’鴨 ｼ一一…一一一鍵爵、，　1

1・・ ｵ　　　　睾　　　華’
　率　　　　　　射　　　　　　　　　1　　　　　　　　　〃’釧゜
　　　　　　　　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
go露　　　　　み　　　　、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る

　↑　　　　　　　避　　㍉、　　　　　｝
　　　　　　　　　　　　　、、、
6．0　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼

　　　　　　　　　　　　o　　　　　　＼、
　　　　　　　　　　　　　　　　　、～o

4，5

征0　峨5一

3．o「　40・

3，0　35

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　25　303・　OS　901。　　70踏　　δ偽描‘煽　　　　　過乾

　第十圓に依ると生繭匠最大吸蒼を示し㌔乾燥に伴ぴて漸次吸着量を減少しv40％匝避にて急激に吸

着量を減少し、過乾旺に到り最小値を示す。仕上乾燥展にありては第十一圖に示す如く、直ちに40％

匠の状態に戻らざれど漸次不完全可逆的現象を示し、8時間颪乃至10時聞1直遷にて最大吸着量を示

し、15時間を越ゆれば吸着量は漸減す。而して一・rwに仕上乾燥匝は直乾本乾旺に比し15時間を越えざ

る範囲内に於ては吸着量高し。

　斯様に繭厨表面セリシン粒子の吸着量に差異を生するは、セリシン粒子が乾燥の際受ける黙作用の

結果繭暦中の水分が稜散するに俘ひ漸次粒子聞の融含が緻饗1化して行き、且つ部分的に少しく攣質す

る結果であらう。帥ち生繭中のセリシ￥粒子の1膨化性は乾燥に伴ひ漸麺成少する傾向を示す。

　繭暦表面性質の乾燥に俘ふ攣化帥ち色素吸着割合の攣化は含有水分量と密切なる關係を有するもの

にして、，繭贋中に相當の水分が含有さるN　［ISは吸着量の攣化は余り大ならざれど、水分率の急激に減
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少する40％附近より吸蒲最も亦大に減少す。仕上乾燥逼に於て10時闇颪以前が直乾本麓匿に比して色

索吸漕量を増加せしは放遣中部分的可逆性を有し、且仕上乾燥を比較的低温を以て乾燥せる結果繭暦

表面性質の愛化割合が減少せるに依るならむ。第十岡の色素吸着曲線と第二圖の乾燥程度を示す曲線

とは杢く相反することを見るべし。

　　　　‘2）繭暦物質の溶解量とセリシン溶液の比粘度

　　　（IL）繭暦物質の溶解量

　供試料繭暦を前述の水分率に依り無水物2瓦になる如くに探り、200ce・，の蒸溜水を加え30分間煮沸

　せり。煮沸後直ちに冷水を以て冷却し，）tスフラスコにて50cc，となせり。

斯くして得たる繭暦可溶性物質の溶液10Cα，を撮り、肖金ルツボに移し湯煎上にて乾燥し、後ヂシ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にぬぬこぎ　レtz・Filt’／’：
ケーター中にて冷却し之れを秤量し、可溶性物質量を求めたり。

興の雫均結果を示す時は次の如し。

種　　　別 溶　　解　　置（gL　in　ユ0（あc，） 仕上乾燥匿 溶　　解　　量（91㍉　iτ1　10c。c，）

生　繭　】置 0．0334 2　時…問　腿 0．0251

90　％　　旺 0．0283 5　　　” 0．0264

70　％　匿 0．0275 8　　　　〃 0．0252

50　％　　匿 0．0272 工0　　　〃 0．0237

40　％　　匿 0．02｛う8 12　　　　〃 0．0232

35　％　　樋 0．0240 15　　　　〃 0．0235

過　乾　匿 0，0賜7 20　　　　〃 0．0238

蒸　殺　嘩 0．0237 30　　　〃 0．0240

　溶解量と各％匪になる迄に要せし乾燥時間との關係を剛示すると筑十二及第十三圖の如し。

　　　　　　　　　第＋二圏　　　’轍可醐物蹴セリシン及び之れ職
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　靴せる微量の電解質、脂肪、臓等なるも、其

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の大部分はセリシンなれば繭暦可溶性物質

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．3，5　の溶解量をセリシンの溶解量と略見倣し、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　此溶解蚤を以てセリシンの溶解量と記す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ao　第十二岡に依る時は熱作用を爽えざる生繭

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鷹に於てセリシンの溶解量は最大にして

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．5　乾燥程度の進むに從ぴ其の溶解量を減じ卒

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り、過乾湿に到り最小値に遠するものなり。

　Zl　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．o　而して生繭賦より70％附近まで溶解曲線は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一・階段をなし70％匝より40％1匠i迄は其の減

少割合比較的少なく40％匝より本乾に達す　　　　　　　　　第　＋　三　圃

るや溶解曲線は急激の減少を示す。　　　　　　　　　　　溶解蚤と比粘度

仕上乾燥駄ありては塒1服は直乾本　ll　　　　　　　　溶
鞭ど憾鞭も、嚇r礪より・・噺臓1，・3・tPt・（　　　　　　　　蟹

量翫欝縫趨灘驚錨鱗z2　悔姥・農　　脇
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鴨▽一＿▽＿＿＿＿＿一一凧＿一騨＿＿＿一一句＿．一＿一▽
向を示す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；容解量

，灘隙9・％醐ち燥鞭砒しセリ、シ”槻鳶…1・h12・、，・、。・　　3。t

3’．O

26

20
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ンの溶解量は著るしく減す。

　斯様に繭暦セリシンの溶解度に差異を來すは，先に蓮べたる如く熱作用の爲めセリシンの物理的及

びコロイド化學的墾化を來して攣質することが主因と考へらる，f融而膿中より磯散する揮嚢性物質の

吸着等によりても共溶解1生を減するものならんと考えらる。

　溶解曲線は乾燥程度37％附近に攣曲勲を有し、其の攣曲鮎附近に於て最も著しきセリシンの物理化

學的性質の攣化を來すを以て、乾燥中特に原料繭の性質低下に注意を要すべま所なり。

　蒸殺匠が燥殺置に比し共の溶解性の乏しきは、過熱蒸氣によつて、繭贋表面のセリシンの攣質を促

進せしめたるによるものと考へらる。

　仕上乾燥匠の王2時闘匝迄は，直乾本乾匠に比して溶解性大なるは、巳に述ぺたる水分事並びに色素

吸着性と挙行的現象にして、低温で仕上乾燥を行ふ方がセリシン粒子の物現化撃的性質に攣化を來す

こと輕少なるに依るものならん。

　而して15時間以後の各匠は何れも直乾本乾匠に溶解量の及ばざるは、低温にて作用ぜしむると難も

長時間に渡る時はセリシンの物理化墨的性質により攣化を與え好適の限慶を越へたる爲めならむ。

　繭暦セリシンの溶解量の製縣に及ぼす影響は、直接適煮時間繰懸能率並に生縣の晶位に大なる影響

を及ぼすものなり。B口ちセリシンの溶解度高を生繭並に乾燥程度浩きgo％直等にありては、繰縣試瞼

の項に於て見る如く適煮時闇非常に短く、叉溶解度の低き過乾砥並に仕上乾燥厩の15時闇以後の各匠

は非常に適煮時間を延長せしむるものなり。

　セリシンの溶解度が高過ぎても叉低過ぎても共に繰線ヒに悪影響を及ぼすものなり。帥ちセリシン

の溶解度高きに過ぐるものにありては、煮繭抵抗少なく爲めに煮繭程度を過り易く、一度老煮に傾か

しむれば繭暦の崩壌を來し到底繰縣に供する能はす、爾繰縣中に於ても営にセリシンの溶解過度にし

て緑澄を減耗するのみならす輪節ズル節等の顯節の原因となり、切麟を來し繰綜能率は著るしく低下

するものなるべく、且つ生懸の温位にありても前述の如く煮繭並に繰綜中に於けるセリシンの溶解過

度の爲め繰綜中ズル節、切断等の爲め繰綜作業煩雅となる結果、粒付に支障を來し繊度齋整困難となり

縣條斑を増す等の訣貼あり。尚セリシンはフィプPインの外周にありて之れが保護物質なるも、溶解

過度なる時はフイブロインは外傷を受け易く、爲めに強力仲度を減するが如き結果を齎すものなり。

　叉セリシンの溶解量低きに失する時は徒に煮繭時聞を延長せしむるのみならす、繰線申に於てもセ

リシンの膨化不充分なる爲め縣繧の晩離に支障を來し、爲めに落緒繭並に類節の原因となり繰綜申切

断を來す爲め繰縣時闇を延引し懸量を減すると同時に繊度齊整困難となり、之れ又繰綜能率を著るし

く低下せしむるものなり。生綜の晶位にありても穎節多く繊度齊盤困難なる結果、縣條斑多く爲めに

生縣の弧力伸度を減少せしむるものなり。

以上の如く繭暦セリシンの溶解度が如何に實際繰綜操作並に繰縣成績llC及ぼす影響の大なるかを知

るものなり。

而して實際繰綜に當りてはセリシンの溶解度高きに過ぐるものより或程度迄溶解度低く相當の煮繭

抵抗を有する繭の方が前述の如く繰綜成績並に生綜の品位は良好の如くに見ゆ。

繭暦セリシンの溶解量は生縣の抱合に密接な關係を有するものなり。帥ち粒子の膨化性大なる生繭

は膨化性小なる過乾繭等に比して抱合良郷な！i）．。生繭は抱合の一鮎のみよりすれば良好なるも、他條

件之れに件はざる爲めに結局は生綜の強力伸度他に及ぱざる如し。

　　（b）セリシン溶液の比粘慶

　セリシン溶液の粘度測定に當り最小溶解量を有する過乾置濃度を擦準とし、各颪濃度を稀繹し、同

一濃度となし煮沸後一時間を経てオストワルド（Ostwald）氏比粘度計にて25°cに於て測れ夢。
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其の雫均結果を示せば次の如し。

種　　　　別

生　繭　1蔽

90　％　匠
70　％　　腿

50　％　匪

40　％　匝

35　％　置
過　乾　1蔽

蒸　　殺　　旺

比　　　粘　　　度 仕上乾燥1舐 比　　　粘　　　皮

1．3674 2時　間　1蔽
1．2006

1．2727 5　　　” 1．2259

1．2556 8　　　” 1．2230

1．2438 10　　　” 1．2221

1．2329 12　　　〃 馬2ユ23

1．1924

P．1307

15　　　”

Q0　　　〃

1．1986

?D1913

ユ．1801 30　　　”
コ，1872

比鍍路％昧なる腰する1聯間との關係圃示姉ぱ第＋二及r巴國の如し・’

繊はセ・シン州徽子の水丁・激に働大なる影響あるものなり・自ロち水和㈱の勘につ

れ騨竺騰製撒鵬大にして乾燥脚進むにつれて㈱度は減少」過乾に到り

夏騰騰撫諜灘鍵綴姦、暮騰難勝繋瓢諜駿欝智號姦

性し爲めに粘度は減少するものならん。
一’

d」。乾醸の塒随より1・醐膜随乾本鞭砒して著臓離は巳蜆たる他瀕哩化I」1・

象と同一なり．而して1塒閥以後は却つて轍の傾向を示す・

　　　（e）繭暦セリシンの溶解度と比粘度との關係

第＋＝及＋三圖に示柳く瑠1〒度轍購膿曲線と鼎に類似の備鮪するも゜　「cして剛匙線

哩繍は轍す．之れ鰯セリシ・粒子醐作H］・D爲瀕の・鰍匪繊少し・獺し徽子概の

融合繍となる㈱鰐戯減すると購にセリシ・加鵬醐する抵捌生鮪するセリシン嘆質

せるに依るなるべし。尚セリシンの攣質性に就ては後報せんとす。

　　　　（3）セリシン溶液の屈折率と鑛散距離

　　　（a）乾燥に俘ふ屈折率の攣化

アツペ氏屈折計翻ひ24・・にて太陽光線にて屈折耽測定し乾燥に俄・比鰻化観たり・

　共の平均結果を暴ぐれば次の如し。

種　　　　別

生　繭　匠

90　％　腿
70　％　　随

50　％　鼠
40　％　圃
35　％　1磁

過　乾　嘔
．蒸　殺　　1旺

屈　　　折　　　i…俸

1β4870

1，34857

1β4S39

1，鍛821

1β生815

1β4810

1，P4807

1β4815

仕上乾燥腿

2時間　俄
5　　　〃

8　　　　〃

10　　　　〃

12　　　〃

15　　　〃

20　　　〃

30　　　〃

癬　　　折　　　牽

1，34S12

ユ，3i1816

］，3・1810

1，34812

］，34810

1，34811

1．g4SO｛

］，露4809

相折率と各％輝になる迄に費せし乾燥時開との關係を1圃示する時は次の如し　　　　’
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　簸十四圖より乾燥に俘ふセリシン溶液の屈

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　折率の攣化は、全く溶液比粘度の墾化とその

　2．O　　　　　　　　　　　　　　　　　　秘爾　　程度の差こそあれ同一一1＄路を辿りて減す。そ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の原因も恐らく同様にてbセリシンコロイ

　15　　　　　　　　　　　　　　　　　　”go　　ド粒子の水和慶の減退に基づくものと考へら

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”85・　e））乾燥に俘ふセリシン溶液の

　　　　　　　　　　翼＼険～＿＿　　　　損灘嘆化
　゜’5　　　　　　　”8°脳．曝天ゲル鰍鵬・に探り詑れに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　濃度同一一にせるセリシン溶液一5ce・，中に0，0，5％
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヱ347θ　　生96t7・　　70S　　50％　4伽3協　　　　過乾　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のメチレンブリユー一滴を添力1し疫るものを

上部に注ぎ、一書夜26°c恒温槽

雛鎌鱗欝　　　屈転矯散轟
其の物糊権示せば次の如　・廣　　　　　　　　　屈
し。　　　　　　　　　　　　　　　　散　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　折
　　　　　　　　　　　　　　　　2．鷺　　　　　　　　　　　　　　熟3482
　　　　　　　　　　　　　　　　　⑰〆峻晦

　　　　　　　　　　　　　　　　ヱ6　　／　　　　，　　一“’一一　一・一一・－v－一一・一一一．．一．．．一．一．．．．v　　　P’91

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　振欝碑

　　　　　　　　　　　　　　　　10　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”80

ua％258り…2・・5・2・・　　30・　隙θ

種　　　別 披　　散　　距　　離 仕」二乾燥1亘 旗　　散　　距　　離

生　繭　1旺 0，91旧u 2時　間　匠 1，50m．n・

90　％　1旺 1．08 5　　　〃 1．35

70　％　斑 1．12 s　　　　〃 1．45

50　％　1凝こ i，20 10　　　〃 1．47

40　％　優 1β5 12　　　〃 1．47

35　％　腱1 1．50 15　　　〃 1．50

遍　乾　匿 1．75 20　　　〃 1．62

蒸　殺　甑 ユ．41 3，　　　〃 1．60

籏散距離と各％囁になる迄に要する乾燥時闇との關係を圖示すれば第十四及十五圖の如し。

償散速度は温慶及び溶液の濃度を一定にすればセリシン粒子の大さ及び粘度に反比例するものにし

て、第十五及十六圓を見ると粘度曲線並に屈折嘩曲線と相反するを見る。即ち粒子の水和性大なるも

のほどその蹟散距離小なり。　　　　　　　H

　生繭匠にありでは粘度及び屈折率最大なれば搬散は最も還く、乾燥の進むに俘ひ披散は増加し過乾

に到り其の値最大に達すものなり。

仕上乾燥涯にありては2時闇匠は大膿本乾優と同様なるも5時間駿より15時間匠邊迄は倣散遽度滅ぜ

られ以下漸次上昇の傾向を示す。
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　蒸殺匝は燥殺匝に比し披散距離大なるは前各項に蓮た如く高温漁熱の作用の結果乾熱よリセリシン

粒子に及ぼせし影響大なるに依るなるぺし。

　㈹本實瞼は色素をセリシン溶液rl，iに加へたる爲め色素の影響を考慮せねばならぬ。即ち乾燥に伸ひ

セリシンは攣質して色素に劃する親和性を減少せし爲め撰散距離を一暦増加せしめたとも考えらる。

　　　　（c）屈折率と擬散距離との關係

　前蓮せる如く屈折卒は粒子の水和慶大なるもの程大にして拙散距離は小なり。

　　　　第五及六岡に依る時は爾者の關係は明なり。此の爾曲線と粘度曲線とを比較する寓に依り生

繭より漸次乾燥程度の進むにつれて熱作用の結果セリシン粒子の水和性を減じ攣質する事を推測し

得。

伽リシン謙の屈榊を醐撒是屋離・を1（m，m）と猟ば叶血は琳ど棚を示す．

n
　　z

ｹooom・m・

　　　　　zn十　　　100〔工

生　爾　1畷
ユ，34870 0．00090 、ρユβ496

go　％　1厩 1．34857 0．0010S ユβ495

70　％　隔 1β4839 0．00112 ユβ495

50　％　　嚥
ユ．34S21 0．00120 1β・』94

40　％　擁 ユ．34815 0．00135 1．3壬95

35　％　1置 1β4810 0．00150 ユ．3496

ユ1宝均1β495

　　　　（4）セリシン溶液の混濁度と界面張力

　　　（a）セリシン溶液の混濁度

乾燥に伴ふセリリシン溶液の混濁度の攣化をPulfriehのEtufenph・t・metreに依り君1掟せり。UP

　　　　　　　　　　　　　　　　Lち1C．Cセリシン溶液を探り1e・Cの蒸溜水を標準液とし比較し、同一混濁度を生するまでの廻1博角の正

切を探りて混濁度の尺度となせり。其の雫均結果を學ると次の如し。

種　　　　別

生　繭　匿

90　％　匿

70　％　隈
50　％　隅
40　％　囲
35　％　1蔽

過　乾　匠

蒸　殺　1醸

混　　　濁　　　度

O，5475

0，4770

0，4296

0，4040

0，302G

o，2549

0，1723

0，29，　64

仕上乾燥憾

2時　間　匠
5　　　〃

8　　　　〃

10　　　〃

12　　　　〃

15　　　〃

20　　　〃

30　　　　〃

混　　　濁　　　度

o，2792

0，909C）

0β000

0，2642

0，2345

0，21SO

O，219S

O“2016

混濁度と各％になる迄に要する時間との關係を圖示する時は第十六及十七岡の如し。
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第＋六岡　　　　　　セリシン溶液中のセリシン粒子の大さ
界面張力と滉濁度　　　　　　　　を増加するにつれて、液の不逓明度は増

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　最大にして、50％匠附近に至り急激に減

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　少して過乾に至る。之の現象も叉セリシ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ン粒子の水和性の減退を示し、攣質の結

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　果粒子の大さの減少も起りうるものと考

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へらる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　56　　仕上乾燥匠にあbては、ユo時間附近迄は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　直乾、本乾匠より混濁度大にして、15時

間頃より却つて減少する傾向を有するこ　　　　　　　　　第　　十　　七　　圖

と全く他の性質の攣化と同様なり。　　　　　　　　　　　混濁度と界面張力

　　　（b）セリシン溶液の界面張力　　　　混　　　　　　　　　　　　　　　　　界

界酷力の測定蹴D・N・uy氏の界面　翫　．　　　　　　1，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－v　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o2　　　　　　　　　　　　　　　　　　塗　　t’t）　　　度o　’　　　　　　　　　　・　　5δ

O・16　　　　S　Zh　　δ舟　　8血ノ0んノ2々　　15ハ　　　　　20h　　　　　　　　　　　30ん　　55

訓

種　　　別 界面張力（列ン1糎） 仕上乾燥腿 界面張力（71イレ’糎）

生　繭　1亟 60，銭S91 2時間　1醸 5774337

90　％　1置 59．9316 5　　　〃 57．7104

70　％　　置 59．6654 8　　　〃 57．5937

50　％　II暇 58．6842 10　　　〃 57．3860

40　％　輝 5S．2876 12　　　〃 57β584

35　％　　畷 57．4629 15　　　〃 57．3989

過　乾　嚥 56．3846 20　　　〃 56．79S2

蒸　殺　1置 59，193露 30　　　〃 56．5148

　界面張力と各％1蚕になる迄に要せし乾燥時闇との關係を岡示すると策十六及十七岡の如し。

　第十七圖に依る蒔は生繭匝が界面張力最大にして乾燥に俘つて漸次減少し過乾匿に到り最小値をと

る．仕上乾燥畷にありては5時間竃より8時聞匠附近は直乾本乾画より界面張力や～高く8時間を過

ぐれば5時間随より低く共に界面張力は減少す。

　斯く乾燥に俘ひ界面張力降下するは乾燥申熱作用の爲めセリシン粧子の状態の攣質により界而張力

は降下するものならむ。爾溶解度の項に於て述べたる如く、乾燥中蝸膿より生じたる揮獲性物質の吸

着の結果その溶液の界面張力を減ぜしめたる影響も老へらる。

．仕上乾燥匿にありては、5時閥置より8時聞匝附近は本乾直乾1超に比して界面張力大なるは、已に
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粘度、堀折卒、｛廣散等の項に匙べたる現象と同一なり。

　　　（c）混濁度と界面張力との關係

　混濁度の乾燥中に於ける攣化は全くその界面張力の鍵化と並行す。而して此の際は、曲線の攣曲鮎

は、乾燥程度約40％附近に存す。

　　　　（5）セリシン溶液の凝國値

　　　（a）乾燥に俘ふ凝固値の攣化

　和水性コロイドの特性として粒子の外調に電氣の複暦及びフk和せる水の薙膜を有す。共の安定度を

知らんが爲めに凝固値を測定せり。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　駄　セリシン溶液5c．cを十数本の試験管にとり、之れに0，0296モルの鞭化白金溶液を0，0ユe・e宛増加せし

めて加へ、2時間以内でセリシンが完全に凝固する際に存在する電解質の濃度を以て凝固値とせり。

　典の平均結果を離ると次の如し。

種　　　別 凝固値（ミ1，モル1立） 仕上乾燥樋 凝固値（V」　－eル1立）

生　繭　匠 0，分3騒 2時間　鷹 0．6273

90　％　羅 0．2937 5　　　　〃 0．5820

70　％　隈 0．4672 8　　　〃 0．5820

50　％　匠 0．5821 10　　　” O．6149

40　％　匠 0．6045 ユ2　　　” O．6273

35　％　慨 0．6387 15　　　〃 0．6389

過　乾　1砥 O．6953 20　　　〃 0．6841

蒸　殺　慨 0．5931 30　　　〃 0．6953

凝固値と各％颪になる迄に要する乾燥時　　　　第十八圖

の如し。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

第＋咽に依る曝細廊輔より・　　　噛　睡麟
乾燥程度の進むにつれ漸次増加し、過乾に　　a6

到りて其の最大に達す。第十九圖の曲線を　　　　　　　，／一一一一R°一膚｛一蒸胸鴫『葺『『哨『…一＼

見る時は5時…間乃至8時1田硬は凝固値降る　　　α4　　　／

も8時闇を越ゆる時は再び凝關値の上昇す　　　　　，’t’

る傾向を見る。之れ今迄得たる多くの曲線　　a2

と反封なり。　　　　　　　　　　　　’

　　　　　　　　　第　十　九　圃
　　　　　　　　凝固値（IVモル／立）　　　　　　　蒸殺匠は燥殺置に比し凝固値可成り高

oも

a．．L．、t，一，、，一、，）一，。，，一，1，．＿。．一一．”‘

＼、融　　　　　　和水性コロイドに比し著るしく大なるを知
　、、、

　　＼、　　　　る。帥ちセリシンコPtイドは電解質に謝す
　　　、、
　　　　　　　　る感度極めて鈍し。一一便文はこ便イオンの

　　　　　　　盤類の溶液を以てすれぱ非常に多量を用ぴ

4偽2ん゜”L81’10九”‘「炉　　20h　　　　30n　　ざるぺからす。斯様に他コロイド溶液に比
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し凝圃値の大なるはセリシン溶液の一特性にして製継用水中の低原子側蝉に影響さる～事余り大なら

す。

　此のセリシンの凝固値は一種のセリシンに封する攣質度を示すものと考えらる。前各項に於て述べ

た如く乾燥の進むに俘ひ直乾厩は次第に水和性を減じ來り不安定さを檜すに拘はらす凝固値の高まり

行くはセリシン粒子が熱作用の爲め攣質して、電解質に感じ難きものとなりたるに依ると考へらる。

前に蓮べし如くセリシンの攣質性に就ては後報せんとす。

　セリシンの攣質度合は大略作用せる淵度、作用時間、繭暦中の水分率等め繭数なり。而してセリシ

ンの攣質するにつれて、同一の電解質に封する感じ方を異にするものなり。

　　　　（6）繭暦セリシン粒子の乾燥に俘ふ攣化の物理化學的實験の総括

　（1）繭暦中のセリシン粒子は，乾燥の進むに俘ひ水分を失ふ。其の水分の失ひ方は一様にあらすし

て乾燥程度40－35％間に於て著しく減少す。帥ち其の圃間に於て曲線は一つの攣曲顯を有す。

　（2）乾燥に俘ぴセリシン粒子の水への溶鰐性、色素吸着、並びに濃度同一一にせるセリシン溶液の比

粘度b屈折率・界面張力b混濁度・掘散性等は水分減少曲線に比例して鍵化す。之れ耽燥に伴ぴセリ

シン粒子の水和性の減少並びにその攣質性によりて読明せらるぺし。

　（3）不安定であるべき過乾繭の水溶液に謝する凝固値の最大なるは、セリシン粒子の攣質に因るも

のにして且つ凝圃値の他物質に封して大なるはセリシン＝ロイド液の一特性なり。

　（4）かくセリシン粒子の物理化學性は水分率40－35％附近に於て最も大なるを以て、醐乾燥に際し

ては最竜留意すべき所なり。而して熱に劃するセリシン粒子の攣質を綾和する手段として．40％乾燥

繭を低淵にて10時闇内に草乞燥せるものは、本乾直乾匝のものに比して良き性質を具有す。　　　　　，

　　　一　8・結　　　　論
夢

r　（1）繭暦中のセリシン粒子の物理化學性の乾燥に俘ふ攣化は、全くその繰綜成績の結果に一致す。

i　EPちセリシンの物理化劇生平均値に近きものは、好適の繰繍伏態を與ふるものなり。
l

l　（2）セリシンの物理化禦性は、40％厩より本乾匿に移る際最紹急激なる攣化を生するものなり。從

礎鷺繍を塾騰課観睾階誉繋蕪婁瓢課莞茎難綴モ鞭晶
｝で10時聞以内に仕上ぐるもの最もよし。

！（・）囎のセリ淵好は鞭畔ドふて．？の姻性轍じ＿鰻質するものと考へらる、而t、

1て攣質せるセリシンは電解質に封して安定化す。　　　　　　　　　　　　　　　，

1　㈹過乾せる繭に封しては、適當なる膨化測を使翔することによりて，繰綜に適當なる歌態に近づ

1けしむるものと信す。而して解衛不良なる繭と良好なる繭とのセリシンに就きても乾燥中に於けるセ

1リシンの攣質の如くその物理化學1性に大なる差異を認めたり。（後報せんとす）從つて繭の解欝間題は
1

　大にセリシン粒子の物理的、コロイド化學的性質の研究によりて解決せらるべきものと信す。

’（・”）繭暦の膨化状態の均’一一・・不均一性臨絹綜の類節と密接なる匿縣を有するものなり。彦防生繭

1の如く膨化急激に起るか，文過乾繭の如くセリシンの墾質に不均一・一一ある上に膨化に長時間を要し不均

1一膨化を生するものは、頼節を増力llせしむる原因なりと考へらる。
1，　r

ﾑ瞼圃する針鰍長の簿意を深憾謝す。　　　　　，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和五年三月三日受理）


